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海南病院薬剤科 

 

インスリン使用患者の院外処方時の対応について 

 

前回の連携勉強会において質問があった事柄に関して、糖尿病・内分泌内科医師と運用を

検討しました。以下にその内容を示します。 

 

記 

 

・単位数は、薬剤毎に院外処方せんに記載する。 

 

・家に余っている等の理由で処方がないインスリンの単位数を変更する場合は、処方箋の

備考欄に記載する。 

 

・ブドウ糖が必要な場合は、備考欄に｢ブドウ糖 10ｇ/包を○○包渡して下さい｣と記載する。  

 

・院外薬局においてタブレットや液体のブドウ糖を渡すのはかまわない。その際には、院

内では散薬（10ｇ/包）で対応しているため、院内での１包がどれだけにあたるのかを説明

して頂きたい。 

 

・処方箋に記載がある単位数は薬袋にできるだけ大きく記載してほしい。（リスク回避のた

めにも非常に重要な事柄と考えているので、是非ともご協力をお願いいたします） 

 

                                      以上 


